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嫁
入
り
舟

　

期
間
中
の
毎
週
水
・
土
・
日
曜
日
に
運
航

中
で
す
。

　

時
間
は
水
曜
日
は
午
前
11
時
、
土
曜
日

は
午
前
11
時
、
午
後
２
時
、
午
後
７
時
30

分
（
宵
の
嫁
入
り
舟
）、
日
曜
日
は
午
前
11

時
、
午
後
２
時
と
な
り
ま
す
。

　

花
嫁
さ
ん
が
磯
山
邸
か
ら
あ
や
め
園
に
向

か
う
と
き
と
、
Ｗ
Ａ
ｉ
Ｗ
Ａ
ｉ
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
か
ら
出
発
す
る
と
き
に
人
力
車
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
力
車
周
遊

　

嫁
入
り
舟
の
運
航
時
間
帯
を
除
き
、
期
間

中
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
半
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
料
金
は
コ
ー
ス
ご
と
に
ワ
ン
コ

イ
ン
の
５
０
０
円
コ
ー
ス
、
長
勝
寺
又
は
磯

山
邸
ル
ー
ト
の
１
０
０
０
円
コ
ー
ス
、
愛
友

酒
造
ル
ー
ト
の
１
５
０
０
円
コ
ー
ス
、
水
郷

潮
来
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
の
３
０
０
０
円
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
等
ご
紹
介

　

５
月
22
日
（
月
）
に
原
市
長
は
額
賀
衆
議
院
議
員
、
茨
城
県
議
会
藤
島
議
長
、
水

郷
潮
来
観
光
協
会
高
塚
会
長
、
潮
来
市
商
工
会
塚
本
会
長
ら
と
安
倍
総
理
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月
19
日
（
金
）
に
、
原
市
長
は
観
光
協
会
、
商
工
会
関
係

者
等
と
茨
城
県
橋
本
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、
あ
や
め
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　

 

安
倍
総
理
、
茨
城
県
橋
本
知
事
を
表
敬
訪
問

第
66
回

 
水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ
り
開
会

〜
６
月
25
日（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
〜
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り
に
包
ま
れ
ま
す
。

▼ 

期
間
中
の
土
日
は　

浴
衣
姿
で
お
越
し

く
だ
さ
い

　

期
間
中
の
土
日
、
浴
衣
姿
で
お
越
し
い
た

だ
く
と
、
大
会
本
部
で
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
数
量
限
定
）

▼ 

園
内
特
設
会
場
で
潮
来
市
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
レ
ー
ム
切
手
販
売
中

　

あ
や
め
ま
つ
り
な
ど
、
潮
来
市
を
象
徴
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
活
用
し
た
切
手
で
す
。

　

１
３
０
０
円
で
販
売
中
（
数
量
限
定
）。

潮
来
囃
子
演
奏

　

期
間
中
の
日
曜
日
午
後
1
時
か
ら
あ
や
め

園
に
て
、
３
時
10
分
か
ら
潮
来
駅
に
お
い

て
、
祇
園
祭
禮
の
お
囃
子
と
踊
り
が
披
露
さ

れ
ま
す
。

あ
や
め
踊
り
披
露

　

期
間
中
の
日
曜
日
の
正
午
か
ら
披
露
さ
れ

ま
す
。

市
営
ろ
舟
遊
覧

　

期
間
中
、
毎
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
運
航
し
て
い
ま
す
。

（
大
人
１
０
０
０
円
、
小
学
生
５
０
０
円
、

小
学
生
未
満
無
料
）

　

ま
た
、
土
曜
日
の
午
後
6
時
か
ら
7
時

に
、
宵
の
ろ
舟
遊
覧
を
実
施
。（
大
人
５
０

０
円
、
小
学
生
以
下
無
料
）「
ギ
ッ
チ
ラ
ギ
ッ

チ
ラ
」
と
櫓
（
ろ
）
を
こ
ぐ
音
を
聞
き
な
が

ら
、
水
郷
情
緒
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

水
郷
の
燈
あ
か
り

　

潮
来
青
年
会
議
所
に
よ
り
6
月
17
日

（
土
）
の
日
没
後
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
あ
や

め
園
が
約
１
万
本
の
幻
想
的
な
燈
籠
の
明
か

　

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の
あ
や
め
ま
つ

り
は
、
6
月
25
日
（
日
）
ま
で
開
催
。
是

非
、
ご
家
族
ご
友
人
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　
　

あ
や
め
ま
つ
り
大
会
本
部　

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
８
７

　
　
　
（
期
間
中
の
み
）

　
　

産
業
観
光
課　

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１

　
　
　

内
線 

２
４
１
〜
２
４
４
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本
市
で
は
、
公
共
交
通
の
課
題

解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来

の
更
な
る
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
を
見
据
え
、
周
辺
自
治
体

と
の
広
域
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
考
え
た
計
画
的
な

公
共
交
通
網
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
、
関
係
団
体
等

が
参
画
す
る
潮
来
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
を
設
立
の

う
え
、
こ
れ
ま
で
に
７
回
の
会

議
を
開
催
し
、
本
計
画
の
策
定

に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

こ
の
度
、
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

○会議の様子（平成28年度第６回会議）

○ 

本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
本
市
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
の
課
題

等
を
整
理
し
た
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

① 

公
共
交
通
空
白
地
域
が
広
く
存
在
し
、
公
共
交
通
に
よ
る
市
内
移
動
は
困
難
で
あ

る
。

　

 

本
市
の
公
共
交
通
空
白
地
域
は
面
積
比
86
％
、
人
口
比
61
％
と
な
っ
て
お
り
、
市

民
の
移
動
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
以
外
は
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

② 

水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
鉄
道
駅
へ
公
共
交
通
に
て
ア
ク
セ
ス
で
き
る
地
域

は
限
ら
れ
て
お
り
、
市
外
へ
の
移
動
や
市
外
か
ら
の
来
訪
に
対
し
て
も
公
共
交
通

だ
け
で
は
移
動
が
困
難
で
あ
る
。

　

 

こ
れ
ら
の
各
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
公
共
交
通
は
、
鹿
行
北
浦
ラ

イ
ン
等
に
限
ら
れ
て
お
り
、
各
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
利
用
者
の
大
半
が
マ
イ
カ
ー
に

よ
り
ア
ク
セ
ス
し
て
い
ま
す
。

③ 

マ
イ
カ
ー
に
よ
る
出
発
地
と
目
的
地
だ
け
の
移
動
が
ほ
と
ん
ど
で
、
駅
等
の
市
内

拠
点
に
お
い
て
人
の
集
中
が
無
く
拠
点
性
が
低
下
し
、
市
民
等
の
ふ
れ
あ
う
機
会

が
減
少
し
て
い
る
。

　

 

マ
イ
カ
ー
で
の
移
動
が
大
半
の
た
め
、
自
宅
と
目
的
地
間
の
移
動
だ
け
と
な
り
、

駅
周
辺
等
の
拠
点
地
区
内
を
徒
歩
な
ど
で
移
動
す
る
よ
う
な
機
会
が
少
な
く
、
中

心
市
街
地
の
賑
わ
い
が
欠
如
し
て
い
ま
す
。

④ 

水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ハ
ブ
化
が
必
要
で
あ
る
が
、
近
隣
市
と
を
結
ぶ
広

域
的
な
路
線
バ
ス
が
１
路
線
（
鹿
行
北
浦
ラ
イ
ン
）
し
か
結
節
し
て
い
な
い
。

　

 

現
在
、「
水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ハ
ブ
化
」
に
寄
与
す
る
路
線
バ
ス
は
、

鹿
行
北
浦
ラ
イ
ン
の
１
路
線
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤ 
各
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
そ
の
他
無
料
送
迎
バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
お
り
、
新
た

な
公
共
交
通
の
導
入
に
際
し
て
は
需
要
が
競
合
し
非
効
率
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

 

各
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
施
設
の
無
料
送
迎
バ
ス
が
複
数
運
行
し
て
い
る
た

め
、
新
た
な
公
共
交
通
の
導
入
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
特
定
輸
送
と
の
調
整
・

連
携
が
な
け
れ
ば
導
入
後
の
需
要
確
保
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

潮来市地域公共交通網

形成計画を策定しました



広報いたこ　2017年 ６月号Vol.195

c i t y  n e w s  f l a s h

5

○ 本市における地域公共交通の課題等から、公共交通網を構築するうえでの基本理
念等を以下のとおり設定しました。

＜基本理念＞

まちづくりと連携し、“便利な田舎の暮らし”を
支える公共交通体系を構築します。

＜基本方針及び計画目標＞

基本方針１
　まちを活性化する、水郷潮来バス
ターミナル及び鉄道駅を拠点とした
「使えるサービスレベル」を有する幹
線交通ネットワークの形成

計画目標１
　水郷潮来バスターミナルのハブ化や
鉄道駅の拠点化に貢献するバス路線の
導入による公共交通利用の創出

　潮来市内の各交通ターミナル等と市内主要拠点等を結ぶ市の骨格となる持続可能な幹線交通ネット
ワークを構築します。
　また、各種まちづくり計画等に示されている「水郷潮来バスターミナルのハブ化」の推進に向け、
広域的に利便性の高い公共交通ネットワークの形成を隣接市と連携のうえ実現します。

基本方針2
　“便利な田舎の暮らし”を支える、
持続可能なフィーダー交通ネットワー
クの形成

計画目標2
　高齢者等にも利用しやすい持続可能
な交通システムによる公共交通空白地
域の解消

　公共交通空白地域を解消し公共交通による移動を完結させるため、フィーダー交通を導入します。
フィーダー交通は、路線運行や区域運行等の形態や既存交通事業者を活用した移動支援などがありま
す。地域の実情に適した手法による持続可能なフィーダー交通の導入を目指します。

基本方針3
　持続可能な交通体系を目指し、交通
システムの適正な機能分担を促す運賃
施策、並びに他の移送サービスとの連
携の実現

計画目標3
　公共交通利用促進策による公共交通
利用者の増加及び各種送迎バス利用者
の公共交通利用への転換

　幹線交通とフィーダー交通の適正な乗り継ぎを実現するため、乗り継ぎを促す運賃体系を構築する
とともに、現在運行されているスクールバスや無料送迎バスと調整し、スクールバス利用者や無料送
迎バス利用者を公共交通利用へと転換させることで、各種送迎バスと公共交通全体の運行の効率化を
図ります。
　これらのことにより、適正な需要創出と運賃収入等による持続可能な交通体系を実現します。
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○本計画において対象とする既設路線及び計画路線は、以下のとおりです。

番号 路　　線　　名　　称

① 鹿行北浦ライン

② 新規路線バス（潮来市内～レイクエコー）

③
水郷潮来バスターミナルハブ化路線（水郷潮来バスターミナル～鹿嶋、神栖、稲敷、香取、行
方、鉾田方面等）

④ 潮来市型フィーダー交通（一般タクシー利用補助）

⑤
新規支線バス
※ 新規支線バスは、鹿行北浦ライン、新規路線バス、フィーダー交通の利用状況等を勘案しな
がら導入可能性を検討し、導入の可否を判断する。

　本計画の詳細については、潮来市ホームページをご覧いただくか、以下までお問い合わせください。
　本計画に位置付けられた各種事業については、引き続き潮来市地域公共交通活性化協議会において詳細な
検討を進め、調整が整ったものから随時実施する予定です。
　皆様のご理解ご協力をお願いいたします。

【お問合せ】秘書政策課　ＴＥＬ.６３－１１１１　内線 ２１３

①

②

③

④

⑤
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広域連携路線バス
「鹿行北浦ライン」の運行状況について

　鹿行北浦ラインについては、昨年５月21日に行方市及び鹿嶋市と連携のうえ運行を開始し、１年が経過いたし
ました。そこで、平成28年度における運行状況についてご報告いたします。

○鹿行北浦ラインの乗車人数について
　・ 平成28年度中の乗車人数は、7，371人、
１便あたりに換算すると乗車人数は1.46
人となっています。

　・ 現行の運行ダイヤで見ると、日中（9時
から14時台）の運行時刻については、
比較的乗車人数が多く、早朝及び夜の便
は乗車人数が少なくなっています。

　・ 月別の平均乗車人数は、右のグラフのと
おりです。

○今後の運行に対する考え方について
　・ 鹿行北浦ラインについては、一定期間毎に本事業に対する評価を行い、事業の継続等について検討を行うこ
ととなっています。

　・ 路線維持のため、可能な限り国庫補助金等の財源を確保しつつ、引き続き行方市及び鹿嶋市と連携のうえ、
運行形態の改善（運行ルート・運行時刻・停留所位置等）を含めた利用者を増加させるための各種検討を進
めてまいります。

　・本路線の利用促進等のため、皆様のご意見をお寄せください。

地域公共交通の確保・維持のため、皆様のご理解ご協力と積極的なご利用をお願いいたします。

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

平成28年
５月

平成29年
１月 ２月 ３月６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

あやめまつり
期間

運行計画変更

鹿行北浦ライン平均乗車人数（月別）

2.39
2.22

1.32 1.41 1.51 1.36 1.39 1.371.29 1.32
1.12

（
人
/
便
）

○鹿行北浦ライン潮来市区間の運行において要した国・県・潮来市の負担額（※１）について
　運行期間：H28.5.21 ～ H29.3.31（315日間）

平成28年度中に潮来市が負担した事業費は638千円であり、全体事業費の5％程度となっています。残りの
95％については、国及び県の負担額により本路線の運行が維持されています。

（※１）
負担額は、本路線全体の運行経費及び運
賃収入から、潮来市区間の運行距離に基
づき、費用等を按分し算出しています。

（※２）
「【国】負担額」には、地方創生加速化交
付金、地方交付税、地域公共交通確保維
持改善事業費補助金が含まれています。

90％

5％
5％

【潮来市】負担額 ： 638千円【県】負担額 ： 634千円

【国】負担額 ： 11,147千円
（※２）
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シリーズ

　国民健康保険　～都道府県への移行～
◇国民健康保険（国保）とは…… 
　 　国保は、皆さんの健康と暮らしを守る大切な役割を担っています。病気やけがをしたときの経済的負担を少なくするため
に、医療費を確保し、加入者みんなで支え合う制度です。主に自営業や農業を営む方、また職場の健康保険等に加入されて
ない74歳までの方が対象です。

◇潮来市の現状は……
　 　本市の状況は、❶加入者（被保険者）の減少 ❷赤字幅の増大 ❸医療技術の高度化や新薬開発に伴う医療費の増加 ❹加入
者への負担軽減からこれまで14年間保険税の引き上げを抑制してきました。以上から国保財政の運営は悪化しています。

①人口とともに加入者数は減少しています。

◇新たな制度のはじまり
　 　国は現制度の様々な問題解決に着手し、安定的な財政運営や効率的な事業運営を目指していきます。Ｈ30年度からは新た
な国保制度となってスタートします。

③１人あたりの医療費は年々増加しています。 ④ 周辺と比較すると潮来市の１人あたりの保険
税額は低いことがわかります。（県内34位）

▼▼変わるところ変わるところ
　 　財政の基盤強化を行い、都道府県が財政運営の主体となって中心的な役割を担い、
市町村との共同保険者となり制度の運営を行っていくことになります。また、今後は
新制度への対応が必要となってきます。
　

▼▼変わらないところ変わらないところ
　 　財政運営の主体は茨城県に変わりますが、皆さんの医療の受け方や保険税の納め
方、また各種申請や届け出などはこれまでどおり市役所の窓口で行います。

【お問合せ】市民課　TEL.６３－１１１１　内線 １１１・ １２９

②毎年赤字幅が大きくなっています。
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潮来で恋活・潮来で婚活はじめませんか？

●恋活・婚活パーティ情報が取得できます。
●会員登録できます。登録は無料です。
● 会員登録すると検索システムを利用して運命の人探しが
できます。

● 会員登録すると「いばらき出会いサポートセンター」の
入会登録料を市が一部補助（5,000円）します。

● 潮来市結婚支援事業がきっかけで、ご結婚された方には
市から祝品（5万円相当）が贈呈されます。

29年度♥ITAKO  de  恋活♥　　♥ITAKO  de  婚活♥
イベント、パーティー参加者募集！

　趣味の合う方とのゆるい出会いと語らい、婚活パーティーに参加してみませんか。参加希望の方は「いた恋・
いた婚」サイト、市HPから申込書をダウンロードし、必要事項を記入のうえ、ご持参、郵送又はFAXくださ
い。参加者多数の場合は抽選になります。ご参加をお待ちしております。

○FAXでお申込みされる場合、届いたかどうかの電話確認をお願いします。
○ご記入いただいた情報は、当市結婚対策事業でのみ使用し それ以外には使用しません。
○参加日当日は身分証明書の確認をさせていただきます。
○応募者多数の場合には抽選になります。 抽選結果、詳細については開催日1週間前後に送付します。
○申込締切は、特に記載がない場合、開催日の15日前となります。
〇イベントの開催時間は、3～４時間を予定しております。

何ができるの？
恋活・婚活応援サイト

「いた恋 いた婚」
ご利用下さい！

　近隣のパーティ情報など「結婚」に関する情報を集めたサイトです。
是非、ご利用ください。

詳しくはサイトに
アクセスしてね。

http：//www.itakon.jp/

【お問合せ】子育て支援課　TEL.６３－１１１１　内線 ３８８

開催期日 イベント名 内　　容 募集要項（参加条件）

7月8日（土）
受付：午前11時 BBQ de 婚活 アウトドア好きが集まり、地元食材で

バーベキューをします。

募集人員：男女各10人　
年齢30歳～45歳　未婚の方
参加費：男性2,000円　女性1,000円
男性は潮来市在住・在勤の方に限ります。

10月14日（土）
受付：午後2時

ボディトレ&ヘルシー
スイーツ de 恋活

トレーニング好きが集まり、マシーンを
使った運動やヘルシースイーツを楽しみ
ます。

募集人員：男女各10人　
年齢28歳～39歳　未婚の方
参加費：男性2,000円　女性1,000円
男性は鹿行５市・香取市在住の方に限ります。

10月21日（土）
受付：午後1時 酒蔵 de 恋活

地元酒蔵で、お酒クイズや利き酒を楽し
みます。2016年日本一美味しいお酒に
選ばれた「純米大吟醸」をいただきます。 

募集人員：男女各10人　
年齢28歳～39歳　未婚の方
参加費：男性2,000円　女性1,000円
男性は鹿行５市・香取市在住の方に限ります。

11月18日(土)
受付：午後2時 図書館 de 恋活 読書好きが集まり、お茶を飲みケーキを

食べながら、好きな本を語り合います。

募集人員：男女各5～10人　
年齢28歳～39歳　未婚の方
参加費：男性1,000円　女性 500円
男性は鹿行５市・香取市在住の方に限ります。

11月25日(土)
受付:午後１時 お寺 de 恋活

お寺で座禅と抹茶をいただき、住職から
「ご縁」についての法話を拝聴します。
手焼き煎餅体験もあります。

募集人員：男女各5～10人　
年齢28歳～39歳　未婚の方
参加費：男性1,000円　女性 500円　
男性は鹿行５市・香取市在住の方に限ります。

1月27日（土）
受付：午後1時
30分

ピザ作り de 恋活 料理好きが集まり、地元の食材を使って
手作り窯でピザをつくります。

募集人員：男女各10人　
年齢28歳～39歳　未婚の方　
参加費：男性2,000円　女性1,000円　
男性は鹿行５市・香取市在住の方に限ります。

3月3日（土）
予定

ひなまつり婚活
パーティー 検討中 対象：30歳～45歳　未婚の方　男性は潮

来市在住又は在勤の方に限ります。

p u b l i c  i n f o r m a t i o n くらしと情報
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平成29年度市政報告会を開催します

開　催　日　時　・　会　場

日　程 時　間 対象地域 会　　場

７月　３日（月） 午後７時～ 日の出 中央公民館　大ホール

７月　５日（水） 午後７時～ 潮　来 潮来公民館　大ホール

７月１３日（木） 午後７時～ 延　方 延方公民館　大ホール

７月１９日（水） 午後７時～ 牛　堀 牛堀公民館　大ホール

７月２０日（木） 午後７時～ 津　知 津知公民館　集 会 室

７月２５日（火） 午後７時～ 大生原 大生原公民館　大ホール

　市では、昨年度の施策の成果と今年度の主要な事業の内容を報告させていただくとともに、長期的な視野
に立ったまちづくりを行うため、市民の皆さんのご意見を聴かせていただく市政報告会を開催します。
　市内各地域の市民の皆さんのご意見を把握させていただくため、地区ごとに開催します。
　ぜひご参加ください！
　

 
▲

対 象 者　　 市内在住の方ならどなたでも参加できます。※地域ごとの将来像についてお聴きするた
め、対象地域の会場へご来場ください。

　

 
▲

日　　時　　７月３日から２５日にかけて開催します。
 　　　　　　　受付　午後６時３０分～
 　　　　　　　開始　午後７時～　（１時間程度）

 
▲

そ の 他　　駐車場に限りがございますので、乗合せのうえご来場ください。

 
　 　 　 　 　 　 　

事前の申込は必要ありません。各会場までご来場ください。
　
【お問合せ】　秘書政策課　TEL.６３－１１１１　内線 ２１５・２１６

潮来応援番組 We Love ITAKO の過去放送分や潮来市が制作した
プロモ―ション動画など様々な情報を動画でお届けします。

▲

是非チャンネルをご覧ください！

　＜動画の閲覧方法＞
　　①You Tubeで「ITAKO CITY」で
　　　検索してください。
　　②「潮来市ITAKO CITY」の花嫁さんの
　　　マークをクリック

【お問合せ】潮来市　秘書政策課　情報発信室　TEL.６３－１１１１　内線 ２１４

潮来市公式 You Tube チャンネル
「潮来市 ITAKO CITY」が開設されました
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年に１度は健康診断！～７月から特定健診が始まります～
元気な今こそ受診しましょう。

対 象 者　１９歳から３９歳 　全員
　　　　　

４０歳から７４歳
 　 国民健康保険（こくほ）
に加入されている方

　　　　　７５歳以上　　　　 全員
○ ６月中旬以降に「受診券」を郵送します。ご不明の
際はお問い合わせください。
○ ４０歳から７４歳で社会保険等の被扶養者の方は、
社会保険等発行の受診券に「集合Ｂ」と記載されて
いれば、受診することができます。

持 ち 物　受診券、健康保険証

受付時間　午前９時～１１時
　　　　　午後１時３０分～２時３０分
○ 受付の３０分前から番号札を配布いたします。
　（おひとり様２枚までとさせていただきます）
○ 午後の部の整理券を午前中に受け取ることはできま
せん。
○ 午前中は混雑が予想されます。ご都合のつく方は、
午後の受診をお勧めします。

日　　　程 会　　　場 対象地区（対象地区外でも受診できます。）
７月７日（金） かすみ保健福祉センター 牛堀、堀之内、茂木
９日（日） かすみ保健福祉センター 平日に受診できない方
１０日（月） かすみ保健福祉センター 永山、芝宿、台上戸
１１日（火） かすみ保健福祉センター 横須賀、清水、宿、古宿、赤須
１２日（水） かすみ保健福祉センター 西町、大塚野、浜町、十四番
１３日（木） 延方公民館 古高、新宮、大山、下田、洲崎
１４日（金） 大生原公民館 大生原全域
１８日（火） 中央公民館（日の出） 日の出１丁目～４丁目、徳島、福島、米島
１９日（水） 中央公民館（日の出） 日の出５丁目～８丁目、大洲、十番
２０日（木） 中央公民館（日の出） 小泉、前川、延方東、延方西、須賀、曲松
２１日（金） 潮来公民館 上町、下町、あやめ、二丁目～八丁目、七軒丁
２３日（日） 潮来保健センター（辻） 平日に受診できない方
２４日（月） かすみ保健福祉センター 新町、後明、将監
２５日（火） かすみ保健福祉センター 江寺、貝塚、築地、川尾
２６日（水） かすみ保健福祉センター 上記日程で受診できなかった方
２７日（木） かすみ保健福祉センター 上記日程で受診できなかった方

１１月２７日（月） かすみ保健福祉センター ７月に受診できない方
　２８日（火） かすみ保健福祉センター ７月に受診できない方
２９日（水） かすみ保健福祉センター ７月に受診できない方
３０日（木） かすみ保健福祉センター ７月に受診できない方

１２月　１日（金） かすみ保健福祉センター ７月に受診できない方
３日（日） かすみ保健福祉センター ７月に受診できない方

【お問合せ】市民課　保険年金グループ　TEL.６３－１１１１　内線 １２４・１２９
　　　　　　かすみ保健福祉センター≪ひまわり≫　TEL.６４－ 5 2 4 0
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【お問合せ】子育て支援課　TEL６３－１１１１　内線386
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受
付
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６
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月
）

潮
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名
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知
学
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ラ
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５
名
程
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日
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出
学
童
ク
ラ
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５
名
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し
ら
ほ
児
童
ク
ラ
ブ
（
私
立
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７
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こ
の
他
の
学
童
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私
立
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で
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ま
せ
ん
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た
、
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る
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が
あ
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、
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り
入
所
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。
な
お
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審
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て
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学
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申
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み
は
可
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夏
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は
、
保
護

者
に
よ
る
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
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Ｔ
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Ｌ 

６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線 

３
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８

■平成２９年度の児童扶養手当額（月額）
対象児童数 平成29年3月分まで 平成29年4月分より

１人目 全部支給 42,330円
42,290円
(▲40円)

一部支給 42,320円～9,990円
42,280円～9,980円
(▲40円～▲10円)

２人目 全部支給 10,000円/月
9,990円/月
(▲10円)

一部支給 9,990円～5,000円
9,980円～5,000円
(▲10円～▲0円)

３人目以降 全部支給 6,000円
5,990円
(▲10円)

一部支給 5,990円～ 3,000円
5,980円～3,000円
(▲10円～▲0円)

※ なお、この変更は平成29年４月分の手当から反映されますので、実
質的には平成29年8月に支給される手当（平成29年4月分～7月分の
手当）から引き下げられます。
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市
で
は
入
札
参
加
者
の
利
便
性
向
上
、
談
合
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
茨
城
県

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
に
参
加
し
、
7
月
か
ら
電
子
入
札
を
試
行
的
・
段

階
的
に
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

対　
　
　

象

　

7
月
1
日
以
降
に
発
注
す
る
建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
で
，
潮

来
市
請
負
業
者
選
考
規
程
第
3
条
に
規
定
す
る
請
負
業
者
指
名
選
考
委
員
会
が
電
子

入
札
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
入
札
案
件
を
対
象
と
し
ま
す
。

 

事
前
の
準
備

　

電
子
入
札
に
参
加
す
る
際
、
電
子
入
札
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
の
手
配
や
電
子
入
札
利

用
者
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
電
子
入
札
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
）

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
パ
ソ
コ

ン
以
外
に
、
電
子
入
札
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
及
び
カ
ー
ド
読
取
り
専
用
機
器
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
茨
城
県
及
び
県
内
他
市
町
村
の
電
子
入
札
（
調
達
）
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
を

既
に
取
得
し
て
い
る
場
合
は
、
同
じ
も
の
を
利
用
で
き
ま
す
。

（
利
用
者
登
録
）

事
前
に
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。
既
に
県
の
電
子
調
達
又

は
市
の
電
子
入
札
等
に
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
潮
来
市
の
電
子
入
札
と
し
て
の
利

用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

 

注　

意　

点

【
入
札
書
等
の
提
出
】

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
一
旦
提
出
さ
れ
た
入
札
書
等
や
辞
退
届
は
、
撤
回
、
訂

正
等
（
紙
入
札
へ
の
移
行
を
含
む
）
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
指
名
通
知
書
】

電
子
入
札
対
象
の
案
件
は
、
市
か
ら
メ
ー
ル
で
指
名
通
知
が
送
信
さ
れ
ま
す
の
で
、

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
指
名
通
知
書
を
受
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
電
子
入
札
利
用
未
登
録
業
者
に
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
指
名
通
知
書
を
送
信

し
ま
す
。

茨
城
県
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
や
操
作
方
法
等
は
茨
城
県
建
設
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
共
同

利
用
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
詳
細
は
財
政
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　

茨
城
県
建
設
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー　

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
担
当

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
９ 

― 

２
４
３ 

― 

８
８
１
４ 

　

財
政
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線 

２
２
２

　

潮
来
市
ア
ド
レ
ス http://w

w
w
.city.itako.lg.jp/index.php?code=

3117

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
及
び
競
技
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
際
大

会
等
の
大
会
に
出
場
す
る
団
体
又
は
個
人
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

 

対
象
と
な
る
大
会

　

国
際
大
会
、
全
国
大
会
、
関
東
大
会
等
。
大
会
日
が
平
成
29
年
４
月
１
日
以

降
で
、
予
選
会
等
選
考
が
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

 

交
付
対
象
者

　

大
会
当
日
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
市
内
在
住
の
個
人　

②
市
内
勤
務
の
個
人　

③
市
内
学

校
に
在
学
の
個
人
又
は
団
体　

④
市
内
に
活
動
拠
点
を
有

す
る
団
体
（
対
象
者
は
、
市
内
在
住
又
は
在
学
、
在
勤
の

選
手
）　

⑤
そ
の
他
、
市
長
が
認
め
る
個
人
・
団
体

 

同
一
申
請
者
の
奨
励
金
交
付
の
限
度

①
年
度
中
の
交
付
回
数
は
２
回
を
限
度
と
し
ま
す
。

② 

同
一
大
会
に
あ
っ
て
、
か
つ
同
一
団
体
か
ら
5
人
以
上

が
出
場
す
る
場
合
は
、
団
体
扱
い
と
し
ま
す
。

③ 

同
一
大
会
に
お
い
て
、
個
人
競
技
と
団
体
競
技
に
出
場

し
た
場
合
は
、
重
複
し
て
支
給
は
し
ま
せ
ん
。

 

申
請
方
法

以
下
の
書
類
を
生
涯
学
習
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
奨
励
金
交
付
申
請
書　

②
予
選
結
果
又
は
推
薦
書

③
大
会
要
項
の
写
し　

④
団
体
出
場
者
名
簿

⑤
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

※
①
と
④
は
生
涯
学
習
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　

市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

そ　

の　

他

他
の
補
助
制
度
と
重
複
し
て
支
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
大
会

日
の
属
す
る
年
度
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
交
付
決
定
さ
れ
た
方
は
大
会
終

了
後
速
や
か
に
大
会
結
果
報
告
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】　

　
　

生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
６ 

― 

０
６
６
０

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
導
入
の
お
知
ら
せ

潮
来
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
奨
励
金
の
お
知
ら
せ

個人競技 団　　体　　競　　技
奨励金の額 奨　励　金　の　額 奨励金の限度額

国際大会 25,000円 出場者数に25,000円を乗じて得た額 125,000円
全国大会 10,000円 出場者数に10,000円を乗じて得た額 50,000円
関東大会 5,000円 出場者数に5,000円を乗じて得た額 25,000円

奨励金の額　交付する奨励金の額は次のとおりです。
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4
月
29
日
（
日
）「
野
点
風
de
お
茶
会
」
と
称
し
て
、
来
館
さ
れ
た
方
へ
潮
来
流
の
お
も

て
な
し
（
湯
茶
接
待
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
5
月
5
日
（
祝
金
）
に
は
「
端
午
の
節
句
」
と
し
て
五
月
人
形
を
飾
り
、
庭
園

に
は
認
定
こ
ど
も
園
こ
ひ
つ
じ
園
と
認
定
こ
ど
も
園
日
の
出
保
育
園
の
年
中
・
年
長
児
達
に

よ
る
１
２
０
名
の
「
手
作
り
こ
い
の
ぼ
り
」
を
飾
り
付
け
、
風
を
浴
び
元
気
い
っ
ぱ
い
に
泳

ぐ
こ
い
の
ぼ
り
で
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
気
や
災
厄
（
さ
い
や
く
）
を
除
け
る
食
べ
物
と
し
て
言
い
伝
え
の
あ
る
「
ち
ま

き
」
を
先
着
１
０
０
名
の
方
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

５
月
17
日
（
水
）
か
ら
24
日
（
水
）
ま
で
水
郷
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「
水す

い
し
ょ
う
え

精
會　

亀か
め
い
し
ゅ
う
こ
う
て
ん

井
秀
行
展
」
に
合
わ
せ
、
５
月
20
日
（
土
）
に
同
会
場
に
お
い
て
、
絵
画
寄

贈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
画

家
亀か

め
い
し
ゅ
う
こ
う

井
秀
行
さ
ん
、
書
家
吾あ

ず
ま妻

蒼そ
う

遥よ
う

さ
ん
が
製
作
さ
れ
た
美
し

い
あ
や
め
の
花
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
絵
画
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
イ
ズ
「
潮
来
の
日
」
が
4
月
22
日
（
土
）
に
カ
シ
マ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

潮
来
の
ブ
ー
ス
で
は
、
参
加
型
ゲ
ー
ム
に
て
「
ス
ー
パ
ー
輪
投
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
開
催

や
、
物
販
で
は
農
事
法
人
み
の
り
の
郷
の
「
新
鮮
ト
マ
ト
」、

道
の
駅
い
た
こ
の
「
虹
ど
ら
」
や
「
米
粉
の
カ
ス
テ
ラ
」、
潮

来
市
商
工
会
の
「
究
極
の
苺
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」、
道
の
駅
い
た
こ

道
業
会
か
ら
「
佃
煮
」
や
「
漬
物
」
等
、
潮
来
市
産
の
特
産

品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
潮

ち
ょ
う
ふ
う
か
い

風
會
囃は

や
し
れ
ん

子
連
及
び
潮

う
し
お
し
ゃ
ち
ゅ
う

社
中
が
「
潮

来
祇
園
祭
禮
」
に
演
奏
さ
れ
る
「
潮
来
囃
子
」
を
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
あ
や
め
娘
・
娘
船
頭
・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
あ
や
め
に
よ

る
「
水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ
り
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
０ 

― 

３
で
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
と

て
も
賑
や
か
な
潮
来
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
フ
ァ
ミ
リ
ー
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ 

デ
イ
が
4
月
30
日
（
日
）
に
カ
シ
マ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
鹿
行
5
市
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
各
市
の
特
産
品
無
料
配
布
を
行
い

長
蛇
の
列
が
で
き
た
ほ
か
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ

も
登
場
し
観
客
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
鹿
行
5
市
に
よ
る
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
協
議
会
の
設
立
10
周
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

鹿
行
5
市
の
市
長
等
が
試
合
前
の
ピ
ッ
チ
に
立
ち
、「
全
力
で

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
」
と
応
援
宣
言
を

し
ま
し
た
。

　

試
合
で
は
２ 

― 

１
で
サ
ガ
ン
鳥
栖
に
勝
利
し
た
ほ
か
、
昌

子
選
手
の
決
勝
ゴ
ー
ル
が
ホ
ー
ム
通
算
８
０
０
得
点
の
記
念

ゴ
ー
ル
と
な
り
、
記
念
す
べ
き
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

水
郷
旧
家
磯
山
邸
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

亀か
め

井い 

秀
し
ゅ
う
こ
う行さ
ん
が
絵
画
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
イ
ズ
潮
来
の
日
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ 

デ
イ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

【
お
問
合
せ
】 

秘
書
政
策
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線 

２
１
３ 

【
お
問
合
せ
】 

秘
書
政
策
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線 

２
１
３ 
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４
月
29
日
、
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
市
内
で

は
、
日
の
出
保
育
園
園
長
で
、
元
潮
来
市
議
会
議
長

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
塙　

信
一
さ
ん
が
、
旭
日
双
光

章
（
地
方
自
治
功
労
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　
　

秘
書
政
策
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 
― 

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線 

２
０
６

　

５
月
５
日
（
金
）
か
ら
７
日
（
日
）
に
か
け
て
埼
玉
県
戸
田
市
戸
田
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ー

ス
で
第
67
回
戸
田
レ
ガ
ッ
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
の
部
に
中
野
選
手

（
潮
来
市
在
住
）
と
佐
藤
選
手
（
鹿
嶋
市
在
住
）
が
出
場
し
優
勝
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
中
野
選
手
は
４
月
21
日
に
潮
来
市
に
転
入
さ
れ
ま
し
た
。
潮
来
市
民

と
な
ら
れ
た
中
野
選
手
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
21
日
（
日
）
潮
来
市
大
規
模
稲
作
研
究
会
主
催
に
よ

り
、
堀
之
内
地
区
の
水
田
、
水
郷
県
民
の
森
地
先
の
畑
及
び
同

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
、
田
植
え
体
験
・
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

潮
来
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
」
の
生
産
者
や

茨
城
県
、
Ｊ
Ａ
な
め
が
た
関
係
者
を
は
じ
め
、「
潮
来
あ
や
め

ち
ゃ
ん
」
の
取
扱
者
で
あ
る
東
京
都
内
及
び
茨
城
県
内
の
米
穀

店
や
消
費
者
の
皆
さ
ん
、
潮
来
市
の
交
流
都
市
で
あ
る
荒
川
区

の
皆
さ
ん
（
親
子
で
約
40
名
）、
潮
来
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
関

係
者
、
津
知
小
学
校
５
年
生
の
児
童
、
生
産
者
等
総
勢
２
１
０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
堀
之
内
地
区
で
は
田
植
え
が
、
水
郷
県

民
の
森
地
先
の
畑
で
は
い
も
の
苗
植
え
が
行
わ
れ
た
後
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
を
使
用
し
た
お
に
ぎ

り
を
参
加
者
で
食
べ
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
】
産
業
観
光
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線 

２
６
５
・
２
６
６

　

第
66
回
水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ
り
が
開
会
と
な
っ
た
５
月

27
日
（
土
）、
あ
や
め
園
ろ
舟
乗
り
場
対
岸
で
、
茨
城
県
潮

来
土
木
事
務
所
主
催
に
よ
る
記
念
植
樹
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
催
者
で
あ
る
潮
来
土
木
事
務
所
肥
高
所
長
、
潮
来
小
学

校
の
児
童
32
名
、
来
賓
（
茨
城
県
議
会
藤
島
議
長
、
原
市

長
、
潮
来
市
議
会
今
泉
議
長
、
潮
来
小
学
校
金
田
校
長
、
水

郷
潮
来
観
光
協
会
高
塚
会
長
、
潮
来
市
商
工
会
塚
本
会
長
、

久
保
木
潮
来
地
区
副
代
表
区
長
）
で
、
前
川
の
約
60
ｍ
の
区

間
に
８
本
の
し
だ
れ
柳
の
木
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
】
茨
城
県
潮
来
土
木
事
務
所
河
川
整
備
課

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
２ 

― 

３
７
２
９

日
の
出
保
育
園
園
長　

塙　

信
一
さ
ん
が
旭
日

双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

第
67
回
戸
田
レ
ガ
ッ
タ 
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で

中
野
選
手
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た

田
植
え
体
験
・
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

前
川
遊
歩
道
完
成
に
伴
う
記
念

植
樹
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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▼
日　
　

時　

６
月
27
日
（
火
）
受
付　

午
前
８
時
〜　

開
始　

９
時
〜

▼
場　
　

所　

鉾
田
市
大
洋
運
動
公
園
（
鉾
田
市
大
蔵
２
１
７
）

　
　
　
　
　
　

８
ホ
ー
ル
×
３
コ
ー
ス　

計
24
ホ
ー
ル

▼
対　
　

象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
定　
　

員　

約
50
名
（
先
着
順
）

▼
参 

加 

費　

３
０
０
円
（
１
名
）
当
日
徴
収

▼
申
込
方
法　

 

往
復
は
が
き
に
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
連
記
可
。（
責
任
者
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。）

▼
申
込
締
切　

６
月
20
日
（
火
）

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】
百
人
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
部　

潮
来
地
区
責
任
者　

大
信
田
正
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
３
１
１ 

― 

２
４
２
３　

潮
来
市
日
の
出
７ 

― 

５ 

― 

４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
６ 

― 

１
１
７
５

　

五
丁
目
区
で
は
、
５
月
21
日
に
新
山
車
の
完
成
と
山
車
人
形
の
修
復
が
完
成
し
、
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
茨
城
県
の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
潮
来
市
指
定
文
化
財

等
補
助
事
業
に
よ
る
助
成
と
区
民
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
負
担
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
山
車
の
安
全
祈
願
祭
が
お
こ
な
わ
れ
、
関
区
長
や
原
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

来
賓
の
皆
様
か
ら
は
、「
世

代
を
超
え
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
醸

成
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
に

繋
が
る
」
と
今
後
の
活
用
に

期
待
す
る
お
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
お
披
露

目
の
奉
納
山
車
曳
き
が
区
内

外
で
お
こ
な
わ
れ
、
多
く
の

皆
様
に
祝
福
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会
主
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

五
丁
目
区
新
山
車
等
竣
工
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

第
66
回
水
郷
潮
来
あ

や
め
ま
つ
り
の
開
催
に

向
け
、
５
月
14
日
に
あ

や
め
園
整
備
事
業
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

市
民
の
皆
様
、
各
種
団

体
、
潮
来
小
学
校
の
児

童
、
潮
来
一
中
の
生

徒
、
学
校
関
係
者
、
潮

来
市
議
会
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
あ
や
め
園
が
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】
産
業
観
光
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
３ 

― 

１
１
１
１　

内
線 

２
４
３
・
２
４
４

　

５
月
28
日
（
日
）、
第
31
回
潮
来
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
の
部
男
子
で

は
、
鹿
嶋
市
の
松
丸
真
幸
選
手
（
新
日
鐵
住
金
所

属
）
が
２
年
ぶ
り
11
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
、
同

女
子
は
、
東
京
都
の
北
川
麻
利
奈
選
手
が
初
優
勝

し
ま
し
た
。
一
般
の
部
に
は
男
女
３
８
１
人
が
出

場
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

市
民
あ
や
め
園
整
備
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
31
回
潮
来
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
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東
京
方
面
か
ら
高
速
道
路
（
東
関
道
）

で
佐
原
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
通
過
し

た
あ
と
に
、
急
に
視
界
が
ひ
ら
け
ま
す
。

真
っ
先
に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
、

ど
こ
ま
で
も
続
く
水
田
地
帯
と
そ
の
奥
に

見
え
る
臨
海
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
（
夜
で
あ
れ

ば
広
大
な
暗
闇
の
奥
に
工
場
夜
景
）
で

す
。
こ
の
広
大
な
水
田
地
帯
を
見
た
観
光

客
は
驚
い
て
く
れ
ま
す
。
東
京
出
張
に
出

て
い
た
地
元
の
方
は
「
帰
っ
て
き
た
感
じ

が
す
る
」
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
潮
来

が
誇
れ
る
景
観
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

潮
来
市
大
生
の
当
セ
ン
タ
ー
周
辺
で

は
、
兼
業
農
家
の
方
々
が
４
月
に
田
ん
ぼ

に
水
を
入
れ
、
５
月
の
連
休
あ
る
い
は
そ

の
前
の
休
日
に
田
植
え
を
な
さ
い
ま
す
。

田
植
え
作
業
は
機
械
化
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
大
変
そ
う
で
す
が
、
こ
の
シ
ー
ズ
ン

を
こ
こ
ろ
ま
ち
に
し
て
い
る
魚
が
い
ま

す
。
ド
ジ
ョ
ウ
の
仲
間
で
す
。

　

潮
来
市
内
で
記
録
さ
れ
て
い
る
ド
ジ
ョ

ウ
類
は
、
い
わ
ゆ
る
普
通
の
ド
ジ
ョ
ウ

と
中
国
大
陸
原
産
の
カ
ラ
ド
ジ
ョ
ウ
（
ド

ジ
ョ
ウ
よ
り
も
ヒ
ゲ
が
長
く
、
体
の
後
半

が
太
い
の
が
特
徴
）（
写
真
）
で
す
。
以

前
の
私
の
調
査
で
、
両
種
は
競
争
関
係
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
市
内

で
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
普
通
の
ド
ジ
ョ
ウ

の
方
で
す
。

　

田
ん
ぼ
に
水
を
入
れ
て
し
ば
ら
く
す
る

と
、
ド
ジ
ョ
ウ
が
水
路
か
ら
水
田
へ
と
遡

上
し
、
そ
の
数
日
後
の
夜
に
は
オ
ス
が
メ

ス
に
巻
き
付
い
て
産
卵
が
行
わ
れ
ま
す
。

仔
稚
魚
は
田
ん
ぼ
で
育
ち
ま
す
。
暑
く
な

り
イ
ネ
が
繁
茂
し
て
く
る
と
、
水
中
は
光

が
届
か
ず
酸
素
不
足
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
ド
ジ
ョ
ウ
は
腸
を
使
っ
て
空
気
呼
吸

も
で
き
る
た
め
、
こ
れ
に
も
耐
え
ら
れ
ま

す
。
田
ん
ぼ
の
中
干
し
の
頃
に
は
大
き
く

育
っ
た
個
体
が
水
路
へ
、
そ
し
て
一
部
は

河
川
や
湖
へ
と
出
て
い
き
ま
す
。

　

茨
城
大
学
広
域
水
圏
環
境

　
　
　
　
　

科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
納　

光
樹

水
郷
の
魚
た
ち 

― 

ド
ジ
ョ
ウ
と
カ
ラ
ド
ジ
ョ
ウ

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然第

22
回

写真説明：カラドジョウ（上）と
　　　　　ドジョウ（下）
　　　　　（加納光樹撮影）

　

延
方
の
西
区
か
ら
道
の
駅
い
た
こ
方
面
に
行
く
道
路
沿
い
に
、
美
し
い
花
々
が
植

え
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
「
延
方
・
水
の
郷
を
育
て
る
会

（
会
長　

中
野
庄
吾
氏
）」
が
２
０
１
５
年
の
秋
か
ら
花
植
え
を
始
め
た
も
の
で
、
面

積
は
約
２
０
０
平
方
メ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

　

花
壇
に
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ア
デ
ィ
ウ
ム
、
ム
ス
カ
リ
、
ス
イ
セ
ン
、
ア
ガ
パ

ン
サ
ス
、
ア
ヤ
メ
な
ど
色
と
り
ど
り
の
花
々
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
花
々
の

種
は
、
地
元
延
方
地
区
の
市
民
の
方
か
ら
無
償
で
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
を
植
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

「
延
方
・
水
の
郷
を
育
て
る
会
」
は
、
延
方
生
活
学
校
や
地
元
区
長
の
協
力
も
得
な

が
ら
、
花
植
え
に
加
え
、
水
路
や
排
水
溝
の
掃
除
や
、
水
田
で
ホ
タ
ル
を
育
て
る
取

組
み
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
花
植
え
の
活
動
に
つ
い
て
、
中
野
会
長
は
、「
美
し
い
花
を
植
え
る
こ
と
で
、

た
ば
こ
や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
が
減
っ
て
い
っ
た
。
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
な

く
、
美
し
い
花
壇
を
保
つ
こ
と
で
、
環
境
美
化
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
、
や
り
が
い

を
も
っ
て
活
動
し
て
い
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
延
方
・
水
の
郷
を
育
て
る
会
」
を

ご
紹
介
し
ま
す

道の駅の前の花壇

「延方・水の郷を育てる会」の皆さん
4月14日（金）の清掃活動の際
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開館時間：午前10時～午後5時（入場無料・月曜日休館)

ようこそ
図書館へ
図書館だより

今
月
の
本
棚
（
７
月
）

「
星
・
月
・
宇
宙
」

　

夜
空
に
浮
か
ぶ
星
座
を
い
く
つ

知
っ
て
い
ま
す
か
？
北
斗
七
星
く
ら

い
し
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
方

も
、
何
気
な
く
見
上
げ
た
夜
空
の

星
々
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
、

7
月
と
い
え
ば
七
夕
。 

織お
り

姫ひ
め

星ぼ
し

と

牽ひ

牛こ

星ぼ
し

を
み
ん
な
で
探
し
て
み
る
の

も
楽
し
い
で
す
ね
。

児
童
特
集
（
７
月
）

「
虫
・
虫
大
集
合
（
虫
の
お
話
）」

　

虫
っ
て
不
思
議
な
形
を
し
て
い
ま

す
よ
ね
。
足
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
り

な
か
っ
た
り
、
頭
な
の
か
お
し
り
な

の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
り
。
動
き
も

不
思
議
す
ぎ
！
そ
ん
な
不
思
議
な
虫

た
ち
が
ど
ん
な
く
ら
し
を
し
て
い
る

の
か
、
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

 ７月の図書館カレンダー
　館内整理日：７月19日（水）

■お問合せ■
　潮来市立図書館　TEL.80－3311　FAX.64－5880

期　間 催し物名 展示内容 備　考

5/26㈮
〜

6/25㈰

小堀進と水郷の作家展
（同時開催）
あやめまつりと水郷の
四季写真展

小堀進
他12人の絵画

写　真

会期中
休館日なし

7/4㈫
〜
7/9㈰

第21回
潮来陶芸クラブ展

陶　芸

初日は
午後1時から
最終日は
午後3時まで

【お問合せ】水郷まちかどギャラリー
　　　　　　潮来市潮来182‒３　TEL.63‒3113

水郷まちかどギャラリー展示案内水郷まちかどギャラリー展示案内

 イベントのお知らせ

「ミステリーバッグ第２弾」＜こども向けイベント＞
開催期間：６月１７日（土）～７月２日（日）
 　ミステリーバッグは、開けてみるまでどんな本が
入っているか分からない、ドキドキが楽しめるバッグ
です。図書館員のおすすめの本を入れているのでハズ
レなし！秘密のプレゼントも入っていますよ。第２弾
は、子ども向けです。幼児向けは10袋、低学年、中学
年、高学年向けは各20袋用意しています。バッグは無
くなり次第終了となりますので、お早めにどうぞ！

「知って得する！野菜づくりのコツと裏ワザ（DVD
上映とプロの解説）」＜一般向けイベント＞
　家庭菜園に興味あるけど、ちょっとやり方がわから
ないな・・・という方必見です！
　DVDを観ながら、専門家による解説と家庭菜園のコ
ツや裏ワザを紹介します。この夏から野菜づくりをは
じめてみませんか。

日　時：平成29年６月24日（土）午前10時30分～ 12時
講　師：鈴木　稔 氏（一般社団法人農山漁村文化協会）
内　容：DVD上映／「 直売所名人が教える野菜づくり

のコツと裏ワザ」
　　　　　　　　 　 「人気野菜の裏ワザ」
　　　　講師による解説
募　集： 家庭菜園初心者から農家まで野菜づくりの興味

関心のある方　40名程度
会　場：潮来市立図書館　視聴覚室
参加料：無料
申込方法： 事前申込み、電話、FAX、窓口にてお申込

みください。

※申込方法：図書館カウンターまたは
　電話・ＦＡＸにてお申込みください。おはなし会予定表（２階：お話の部屋）

７月２日（日）午後２時～午後２時３０分
「七夕」のおはなし
図書館のおにいさん・おねえさん

７月６日（木）午前１１時３０分～正午
０～３歳児のおはなし会（子育て広場／市立図書館）
うしぼりおはなしの会

７月８日（土）午後２時～午後２時３０分
「星」のおはなし
図書館おはなしボランティア

７月２０日（木）午前１１時３０分～正午
０～３歳児のおはなし会（子育て広場／市立図書館）
図書館のおにいさん・おねえさん

７月２２日（土）午後２時～午後２時３０分
「海」のおはなし
図書館おはなしボランティア

７月２６日（水）午前１１時３０分～正午
０～３歳児のおはなし会（子育て広場／中央公民館）
図書館のおにいさん・おねえさん
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1歳児育児相談
(Ｈ28.7月生まれ)(か)

★仲沢医院
tel.63-2003

特定健診（か）★延方クリニック
tel.66-1873

7 JULY　2017

CALENDAR ★…当番医

実施
場所

（中）…中央公民館
（図）…市立図書館
（潮）…潮来公民館
（延）…延方公民館

（大）…大生原公民館

市税の納付は口座振替が確実で便利です

日 Sunday 月 火 水 木 金 土Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday

特定健診（か）

子育て広場（中）

かんたんクッキング（か）
(H29.2月生まれ）
特定健診（大）
子育て広場（中）

特定健診（潮）

子育て広場（中）

子育て広場（中）

４ヶ月児育児相談
(H29.2月生まれ)(か)

子育て広場（中）

特定健診（か）

子育て広場（中）

特定健診（中）

子育て広場（中）

特定健診（か）

子育て広場（中）

３歳児健診
(H26.4月生まれ)(か)

子育て広場（中）

特定健診（か）

子育て広場（中）

特定健診（中）

子育て広場（中）

特定健診（か）

子育て広場（中）

7ヶ月児育児相談
(Ｈ28.11月生まれ)(か)
子育て広場（図）

特定健診（延）

子育て広場（図）

特定健診（中）

子育て広場（図）

特定健診（か）

子育て広場（図）

潮来市子供会対抗
球技大会（中）

VSセビージャ FC
（カ）

VSヴァンフォーレ
甲府（カ）

献血（ララルー）
１歳６ヶ月児健診
(H27.12月生まれ)(か)

特定健診（か）

★常南医院
tel.63-1101

水防訓練（日の出小）

★飯島内科
tel.66-0280

あやめ園一人一鉢運動
（水郷潮来あやめ園）
★石毛医院
tel.62-2523

★久保医院
tel.64-6116
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海の日

潮来市内対抗
ゴルフ大会
（ジェイゴルフ霞ヶ浦）

（カ）…県立カシマサッカースタジアム
（か）…かすみ保健福祉センター
（潮・保）…潮来保健センター

■今月の納税

▲

国民健康保険税の第1期分（7月31日納期日）　 　 　 　 　 　 ▲

固定資産税の第2期分（7月31日納期日）　 　 　 　 　 　 ▲

後期高齢者医療保険料の第1期分（7月31日納期日）
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特集月間です！
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特定健診（か）

特定健診（潮・保）



5月 1日現在    （ ）内は前月比
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発
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14,165人

14,279人

11,066世帯

（ー 8）

（ー 30）

（＋ 23）人（ー38）28,444

7月
 2日 飯島内科

 9日 石毛医院

16日 久保医院

17日 常南医院

23日 延方クリニック

30日 仲沢医院

8月
 6日 牛堀整形外科

11日 大久保診療所

13日 ユビキタスクリニックHINODE

20日 延方クリニック

27日 飯島内科

9月
 3日 石毛医院

10日 牛堀整形外科

17日 久保医院

18日 常南医院

23日 延方クリニック

24日 仲沢医院

10月
 1日 大久保診療所

 8日 牛堀整形外科

 9日 ユビキタスクリニックHINODE

15日 飯島内科

22日 石毛医院

29日 久保医院

11月
 3日 常南医院

 5日 延方クリニック

12日 仲沢医院

19日 大久保診療所

23日 牛堀整形外科

26日 ユビキタスクリニックHINODE

12月
 3日 飯島内科

10日 石毛医院

17日 久保医院

23日 常南医院

24日 延方クリニック

31日 仲沢医院

上記は予定であり、変更になる場合があります。 ■休日にけがや急病になった方のための診療です。
■受診の際は、必ず健康保険証をご持参ください。

◆医療機関電話番号◆

石　毛　医　院 ６２―２５２３ 仲　沢　医　院 ６３―２００３

大久保診療所 ６２―２５０６ 牛堀整形外科 ６４―２８８８

常　南　医　院 ６３―１１０１ 延方クリニック ６６―１８７３

飯　島　内　科 ６６―０２８０ ユビキタスクリニックHINODE ９４―８００８

久　保　医　院 ６４―６１１６

保存版
◆診療時間◆午前９時～午後４時

平成29年7月～平成29年12月

休日当番医予定表




